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●ぶらり～っと病院探訪 ～臨床工学室のご紹介～
●病院敷地内及び敷地の周囲での禁煙の徹底について
●不織布マスクの正しい着用について　●患者の権利・義務憲章

●［AGMCニュース］ＤＭＡＴ、ご存じですか？
令和5年1月23日（月）災害医療研修会を開催しました。

［部門紹介］

膠原病リウマチ内科
小児循環器内科
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患者さんの幸福とは何か、
を考えつつ治療を行います

　当科ではあらゆる膠原病とその類縁疾患に対して、最先端の知見を元に
患者さん毎に最も適切な医療を提供します。

膠原病
リウマチ内科

構成メンバー

提供する主な活動内容

生物学的製剤やJAK阻害薬を含む抗リウ
マチ薬を適切に使用し、関節の痛みと腫れ
をなくし、関節変形を防ぎます。できるだ
け多くの患者さんに臨床的寛解を達成し、
その先にある機能的寛解を目指します。

ステロイドが治療の主体になることが多いですが、免疫抑
制剤や生物製剤などを多く組み合わせて、可能な限り少量
のステロイドで病気のコントロールを行います。神経、呼吸
器、腎臓など内臓の障害が進まないように気を配ります。

患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

■山本 航大［フェロー］
■井上 未江［専攻医］
■姉川 修子［専攻医］
■楊　 宏平［専攻医］
■山田 恵壽［専攻医］
■相内 志津子［専攻医（他院研修中）］

いずれの疾患においても国内外のガイドラインに準拠し、エビデンスに基づく
世界標準的な治療を行います。

［後列左から］相内／蔭山／揚／姉川／平井／草刈
［前列左から］山本／井上／山田

●関節リウマチ ●全身性エリテマトーデス、皮膚筋炎・多発性筋炎、
　強皮症、血管炎などの膠原病

蔭山 豪一
診療科長・部長

●日本リウマチ学会 専門医・指導医・評議員
●日本内科学会 総合内科専門医



心臓病のこどもたちの
生きる喜びを支える

小児循環器
内科

構成メンバー

　我々小児循環器内科の使命は、重症の先天性心疾患を持つ赤ちゃんを、胎児期から管理し、
各専門科、多職種と協力し、チーム医療で救命することです。そして、心臓病をもつこどもとその
家族が、笑顔を絶やさず楽しく毎日を過ごすことができるよう支えてゆくことです。

■小児循環器内科医師6名
　（スタッフ4名、非常勤医師1名、
　フェロー1名）

患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

いつも大変お世話になっております。
産婦人科の先生方へ▶胎児エコー
で少しでも心臓の異常が疑われた

ら、遠慮なく当院の胎児心エコー外来へ紹介してください。
小児科の先生方へ▶心雑音、不整脈、胸痛など遠慮なく紹介してください。

提供する主な活動内容

●先天性心疾患の診断・治療・
管理

●経皮的心房中隔欠損閉鎖術、
経皮的動脈管閉鎖術

●胎児心エコー検査：
　重症先天性心疾患の早期診断
●尼崎市の学校心臓検診：
　学校突然死を予防するため
心臓病の早期診断に努めて
います。

●成人先天性心疾患：
　心臓血管外科、循環器内科、
各専門科と協力しています。

坂崎 尚徳
●日本小児科学会専門医
●日本小児循環器学会専門医・
　評議員
●日本成人先天性心疾患学会専門医

石原 温子
●日本小児科学会専門医
●日本小児循環器学会専門医
●胎児心エコー認証医

豊田 直樹
●日本小児科学会専門医
●日本小児循環器学会専門医
●経皮的心房中隔欠損閉鎖術・
　経皮的動脈管閉鎖術認定術者

稲熊 洸太郎
●日本小児科学会専門医 ●小児循環器内科フェロー

飯田 尚樹
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［左から］
 飯田／稲熊／豊田／鷄内／坂﨑／石原



AGMC ニュース

医師（救急科・ＥＲ総合診療科・小児救急科）、看護師（初療・
EICU・GICU）、放射線技師・薬剤師・救命士、事務員合わせ
て17名の職員が日本DMAT隊員として登録されています。

災害医療とは、需要が供給を上回る状態で行う医療のこと
で、最大多数の傷病者の救命と後遺症の軽減を図ります。具
体的には「搬送」「トリアージ」「安定化療法」を行います。
2月には第2回災害研修「災害トリアージの概念や実際の行
動について」を開催予定です。

　災害はDMAT隊員だけでは対応できません。スタッフ全員で拠点をつくることが重要です。災害拠点病院※である
当院では、平時より災害対応策が浸透していることが大変重要であり、何かあった時を想定して何もない時から準備
をするために、少しでも災害時の対応やDMATの活動を知って頂きたいと思っています。

　DMATとは、阪神淡路大震災の経験から「防ぎ得た災害死」をなく
すために発足し、専門的な訓練を受けた医療チームのことをさします。
大規模災害や多数傷病者が発生した事故の現場などで、急性期（おお
むね48時間以内）に活動します。これまで多くの災害現場でその効果
を発揮しています。

　当院にはDMAT部会看護師チームがあり、令和5年1月23日（月）、
全職員対象に災害医療について災害医療研修会を開催しました。

令和5年1月23日（月）
災害医療研修会を開催しました

。

▲ 西内・統括DMAT隊員

▲ DMAT発表者・司会者

ＤＭＡＴ、ご存じですか？ＤＭＡＴ、ご存じですか？

※災害時における初期救急医療体制の充実強化を図るための医療機関

DMATにはどんな職種の人がいるの？

災害医療って通常の医療と何が違うの？

Q1

A

Q2

A

▲ 井本・DMAT隊員▲ 出口・DMAT隊員▲ 竹内・DMAT隊員



病 院の中はさまざまな機械であふれていま
す。入院されている患者様の状態を観察す

るための心電図モニター、薬剤を正確に注入するた
めに使われる輸液ポンプやシリンジポンプ、コロナ
禍で度々耳にするようになった血液中の酸素飽和
度を測るパルスオキシメーター、集中治療に欠かせ
ない人工呼吸器や血液浄化装置などです。そうい
った医療機器を安全かつ効果的に使用できるよう
我々臨床工学技士は「いのちのエンジニア」として
保守点検を行っています。

ぶらり～っと

病 院 探 訪

人工呼吸器点検中

臨床工学室内

～臨床工学室の
　　　　ご紹介～
～臨床工学室の
　　　　ご紹介～

輸液ポンプ修理中

　当院においては、これまでより敷地内禁煙の遵守に取組んできましたが、禁煙の範囲を、敷地内に限らず、
敷地の周囲にも拡大しております。 また、紙巻式タバコ、加熱式タバコに加え、電子タバコについても禁煙の
対象としておりますので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

病院敷地内及び敷地の周囲での
禁煙の徹底について
病院敷地内及び敷地の周囲での
禁煙の徹底について
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不織布マスクの正しい着用について不織布マスクの正しい着用について
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外来患者さんをはじめご来院の方には、マスク
の着用をお願いしているところです。
　入院中の患者さんにつきましても、医学管理上マスク着用が困難と判断した場合を除き、
マスクの着用をお願いしております。
　なお、ウレタン、布マスクでは著しく感染防護効果が落ちることが知られていますので、
入院時には、ウレタン、布マスクではなく、不織布マスクの準備をしていただきますようご
理解、ご協力をお願いします。

　皆さん！待ちに待ったバレンタインの季節がやってきました。皆さんはど
んな方にどのようなプレゼントを贈りますか？日本では女性から男性に向

けてチョコレートを送ることが多いですが、海外では男性から女性にプレゼントを贈ることが主流
です。日頃恥ずかしくて伝えることができていないこともプレゼントと一緒に贈ることができたら、
素敵な1日になりそうですね！皆さんにとってバレンタインがいい思い出に残りますように。（M.H）

編 集
後 記

■阪神地域の中核病院としての「高度専門・救急医療」
■患者・医療者、お互いの「納得・安全・チーム医療」
■救急・紹介を「断らない医療」
■住民・患者・医療者・福祉・介護・行政が全体で１つの
 「地域医療」
■医療水準向上のための「教育・臨床研究・自己研鑽」

理　念
高度・良質な医療による社会貢献

基本方針

患者・医療者共に協力して「患者の権利」と「患者の義務」を
尊重し守る

１．公平に医療を受ける権利
社会的な地位、疾病の種類、国籍、宗教などにより差別
されることなく、適切な医学水準に基づいた安全かつ効果
的な医療を受ける権利

２．一人の人間として、尊重される権利
各々の人格、価値観が尊重され、患者・医療者が互いに
協力して、医療をつくり上げていく権利

患者の権利・義務憲章

【患者の権利】

３．納得医療の権利
医療提供者から説明と情報提供を受ける権利／自分の意思
で治療方法等を決定する権利／希望しない検査や治療を
断る権利

４．セカンドオピニオンの権利
複数の専門医等の意見を求める権利／他の医療機関に
変わることもできる権利

５．診療情報の提供を求め、自分の意見を述べる権利
６．プライバシー保護の権利
診療の過程で得られた個人情報が守られる権利

７．臨床研究についての権利
目的・危険性について情報提供を受ける権利／参加するか
どうかを決める権利／途中でも中止を求める権利／参加
しなかった場合でも不利益を受けない権利

１．医療者側に情報を知らせる義務、理解できるまで質問する義務
家族の状況、既往歴、病状の変化、現在の症状等を、正確
に知らせる義務／医師等の説明で、よく理解できない点を
理解できるまで質問する義務

２．医療に意欲を持って取り組む義務
合意した検査・治療方針に自ら意欲をもって取り組む義務

３．規則と指示を守る義務
病院内の規則や指示を守り、他の患者に支障を与えない
義務

【患者の義務】




